
将来世代を代弁し意思決定に臨
む役割を担う「仮想将来世代」を
創出し、仮想将来世代と現世代と
の間の討議・交渉を通じたビジョン
設計や意思決定を行うための方法
論・実践

将来世代に資する政策立案・社会づくり

町民がフューチャー・デザインで描いた将来像を基本としたスーパーシティ構想

フューチャー・デザインとは

提案書P79～82関連
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健康 未病

データ連携基盤

歩数・睡眠・脈拍・心拍数・血圧・簡易健康測定データ等

②ヘルスケア分野

介護
④介護分野

病気 回復

電子カルテ・処方箋データ等

⑤医療分野

③防災・救急分野
防災・救急

避難所備蓄データ等
救急システム連携

歩数・脈拍・心拍数・血圧
・簡易健康測定データ等バーチャル役場

総合ポータル

行政

日々の健康状態やライ
フログを可視化すること
で自発的な健康行動
を促す仕組みの導入

・個人宛発病リスクの通知
・運動メニューの配信
・健康に関する情報技術を用
いた学習
・発病リスク者問診システム
・ナッジを活用した通知

・高齢者の転倒等みまもり対策
・認知症患者の徘徊対策
・先進技術弱者の状況確認対策

・AI受診勧奨
・オンライン医療
・オンライン服薬
・エンジョイ公民館診療
・どこでも病床

・産品登録者配送サービス
・陸上養殖
・メディテックツーリズム
・アグリワーケーション 等

最適な交通の分析

MaaS

ニーズに合わせた配送

再発予防の取り組み

緊急搬送時既往履歴等の確認

災害時におけるDMAT等の診
療活用

・避難所における既往履歴
・アレルギーの確認
・自宅避難者安否確認

・ワンスオンリー後
は、個人端末か
ら簡単に行政手
続きを可能とする

①行政分野

⑧環境・保全分野
ゼロカーボンタウン

熱中症アラートの通知

定期健診によらない血液採取を含めた医療につなげる
PHR活用の新たなスキームの提供

・エネルギー消費量・CO2吸収量

・自律分散型エネルギーシステム構築
・エネルギー消費地点の可視化
・CO2吸収量の可視化 等

スマート
農業・漁業・観光

⑦産業分野

生産情報・在庫情報等

移動・配送
⑥移動・配送分野

交通データ
物流データ等

３Ｄ都市モデル

都市共通インフラ
空間データ・地理データ

・データ駆使型プランニング
・町の変遷の多元的デジタルアーカイブズ化
・３D都市モデル上に反映させたデータをあ
らゆるシミュレーションに活用 等

本町のスーパーシティ構想は「人生100年時代を健幸に暮らすフューチャー・デザインタウン」である。この構想の推進によって、将来にわたる町のサスティナビリティを確保
しつつ、町民個人レベルでフィジカル、メンタル、ソーシャルの三側面からウェルビーイングの実現を図り、最終的なアウトカムとして、町民が人生100年時代を肉体的、精神
的、社会的に満たされた状態で日々の生活を営むことができる持続可能な社会の構築を目指すものである。
課題１ 「健康（幸）寿命の延伸と医療扶助費の抑制」
課題２ 「ダイバーシティに対応した多層型コミュニティとセーフティーネットの再構築」
課題３ 「中心市街地と周辺農村部の格差解消」

「人生100年時代を健幸に暮らすフューチャー・デザインタウン」の概要

提案書P1～3・P8関連



リードアーキテクト

アーキテクト
（医薬品担当）

日本調剤株式会社
代表取締役社長
三津原 庸介

「人生100年時代を健幸に暮らすフューチャー・デザインタウン」の推進体制

アーキテクト
（ヘルスケア担当）

セルスペクト株式会社
代表取締役
岩渕 拓也

アーキテクト
（データ連携担当）

株式会社エルテス
代表取締役
菅原 貴弘

アーキテクト
（ポイント配送担当）

楽天グループ株式会社
シニアマネージャー

柘植 正基

アーキテクト
（総合調整担当）

矢巾町企画財政課
課長

吉岡 律司

・APTECH（株）
・ALSOK岩手（株）
・楽天グループ（株）
・薬王堂（株）
・岩手県立大学

・（株）エルテス
・岩手県立大学
・岩手大学

・岩手県立産業技術大学校
・岩手県立大学
・（株）日水コン
・APTECH（株）
・楽天グループ（株）
・岩手大学

⑥産業分野

・楽天グループ（株）
・薬王堂（株）
・日本調剤（株）
・岩手県立大学

⑤移動・配送分野

・日本調剤（株）
・（株）薬王堂
共同提案：（株）リーバー

・岩手医科大学

②医療分野

・岩手大学
・岩手県立大学
・岩手県立産業技術大学校
・大阪大学大学院工学研究
科附属フューチャーイノ
ベーションセンター

⑦環境・保全分野

・APTECH（株）
・楽天グループ（株）
・岩手大学

③防災・救急分野 ④介護分野

・セルスペクト（株）
・（株）タニタヘルスリンク
・APTECH（株）
・大塚製薬（株）
・（株）ドリームゲート
共同提案：テクノジムジャ

パン（株）
・（株）薬王堂
共同提案：（株）リーバー

・楽天グループ（株）

①ヘルスケア分野

⑧行政分野

先端的サービス取り組み分野

学校法人岩手医科大学
理事長 小川 彰

・岩手医科大学
・（株）タニタヘルスリンク
・（株）ドリームゲート
共同提案：テクノジムジャ

パン（株）

提案書P14関連



急性期

PHR・既往歴
の確認

救急搬送

受診

回復期

オンライン診療
オンライン服薬指導

先端的サービス「医療分野」

日常生活
随時健康チェック

とPHR

嚥下など
フレイルチェック

発症アラート発信

心筋梗塞 脳梗塞 発症リスク問診システム
役場保健師対応

PHRとおかれた
環境の把握

発症アラートの高度化・
医学研究データ

先端的サービス「ヘルスケア分野」 病気にならないための仕組み

ECサイト

薬局店舗

健康チャレンジ

PHR

家電と連動
（室内温度な

ど）

ウェアラブル
端末 スマホ

アプリ • 熱中症アラート
• 運動メニューの配信
など…

BI-TECH

ナッジ行動変容

健康チェック
血

認知症・唾液

トリアージ
受診適正化

岩手医大など
基礎・臨床・技術開発の

面からサポート

どこでも病床実現

BI-Tech（Behaviral Insights×Technology：成長戦略、統合イノベーション戦略、AI戦略等の政府方針に位置付けられ取り組みを推進することとなっている。）

規制改革の提案 「OTC検査薬のドラックストア等での販売」
穿刺血（低侵襲性の自己採血）を使用するOTC検査薬をドラッグストアや薬局等で販売する。中性脂肪やコレステロールなど、住民が日常的に自
身の健康状態を知る機会を増やすことで、生活習慣の改善や健康診断受診率の向上、かかりつけ医への接触頻度の増加など、住民一人ひとりに健
康増進に資する行動変容を促すことで、本町における健康寿命の延伸に寄与する。

Society5.0のヘルスケア版をシームレスにつなぐ矢巾モデルを実現

提案書P18・P65関連



健康 未病

予防・生活習慣の改善

• 薬剤師
• 保健師
• 管理栄養士
• 健康運動指導士
• 健康運動実践指
導者

健康指導の拠点と専門職の関与

日々の
生活

PHR
健康チェック

ウェアラブル端末
検査所

Action
行動変容

同じ人
自分を
知る

BI-TECH
インターネットから

の情報提供
ナッジ

行動
変容

回復期と慢性期

オンライン
診療

医師

オンライン
服薬指導

薬剤師

データ活用

先端的サービス「ヘルスケア分野」

介入

先端的サービス「医療分野」

病気

Society5.0のヘルスケア版をシームレスにつなぐ矢巾モデルを実現

どこでも病床実現

トリアージ
受診適正化

規制改革の提案 「保険薬局における調剤報酬を楽天ポイント等で支払いを可能とする提案」
保険薬局における調剤報酬を楽天ポイント等で支払いを可能とする事業を提案する。消費者にとってポイントは一般的なものとなっており、貨幣と同
様の使い方がなされている。こうした状況から保険薬局における調剤報酬を楽天ポイント等で支払うことを可能とすることで金銭的負担の軽減を図る。
ナッジを活用したBI-Techにより、町民が行動変容を促すアプローチを行う際のインセンティブとなることも期待される。

提案書P19・P62関連



オンライン服薬指導と非対面薬剤交付
（自宅完結型の診療～服薬指導および、

IT連携品質管理とID本人確認実現による薬の非対面交付）

オンライン服薬指導

診察～処方箋受付～服薬指導～
薬剤交付～決済をシームレスに連携

（ ）

＜関連法規＞
改正薬機法第９条の３第１項 及び
改正薬機則第１５条の１３

町民目線のオンライン診療・オンライン服薬指導を支える情報・物流システムの構築

提案書P25～P26関連
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オンライン診療・オンライン服薬指導におけるPHRの活用

薬剤の業務をモノからヒトへシフトするための業務支援
（非効率調剤の委託）

一包化

分包センター
（委託先薬局）

調製業務を自動化

③調剤の委託

非効率調剤のサポート連携

①病院・診療所へ来院 / 外来処方箋を持参して来局
②指示せんや処方せんに基づき先服薬指導
③分包センター(委託先薬局)へ一包化調剤を依頼
④分包センターで一包化調剤を行い完成品を返送 ※直接患者様宅への発送も検討
⑤依頼元の病院・診療所または薬局より、完成した一包化薬を患者様宅へ
発送または対面交付

①来院・来局

⑤患者様へ交付

④サポート先へ返送

④※直接患者様宅への発送も検討

②先服薬指導

提案書P17・P54関連



① 薬機法施行規則第十一条の十一
「薬局開設者は、調剤の求めがあつた場合には、その薬局で調剤に従事する薬剤
師にその薬局で調剤させなければならない。ただし、正当な理由がある場合には、こ
の限りでない。」
上記条文の「正当な理由」として、調剤業務（特に一包化調剤業務）を他の薬局に委託
可能とする旨の条文を追加する。ただし、委託可能とする条件として、委託を受ける側の保険
薬局における調剤は品質担保（トレーサビリティの担保と依頼元薬局への品質エビデンスの情
報提供）を条件とする。

② 薬剤師法第23条及び保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則第八条
「薬剤師は、医師、歯科医師又は獣医師の処方せん（原本）によらなければ、販
売又は授与の目的で調剤してはならない。」（薬剤師法第23条）
「保険医等の交付した処方せん(原本)に基づき調剤並びに薬学的管理及び指導
を行わなければならない。」（保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則第八条）

上記条文に、業務の一部委託による調剤は電子媒体等による処方箋の副本を参照すること
にて調剤可能とする旨の規定を追加する。

規制改革の提案「薬剤師の業務をモノからヒトへシフトするための業務支援」

町民目線のオンライン診療・オンライン服薬指導を支える情報・物流システムの構築

提案書P55～P56関連



法定従事者数の充足義務があることから、当該従事者に対する管理権限の及ばない
委託形態は充足義務に反するものとして認められていないため、規制改革が必要。

病院又は診療所にあつては、その開設者は、厚生労働省令で定める基準に従い都
道府県(診療所にあつては、その所在地が保健所を設置する市又は特別区の区域
にある場合においては、当該保健所を設置する市又は特別区)の条例の定めるとこ
ろにより、専属の薬剤師を置かなければならない。ただし、病院又は診療所所在地
の都道府県知事の許可を受けた場合は、この限りでない。

病院は、厚生労働省令(第一号に掲げる従業者(医師及び歯科医師を除く。)及
び第十二号に掲げる施設にあつては、都道府県の条例)の定めるところにより、次
に掲げる人員及び施設を有し、かつ、記録を備えて置かなければならない。）
一 当該病院の有する病床の種別に応じ、厚生労働省令で定める員数の医師
及び歯科医師のほか、都道府県の条例で定める員数の看護師その他の従業者
（略）
七 調剤所
（略）

町民目線のオンライン診療・オンライン服薬指導を支える情報・物流システムの構築

規制改革の提案「薬剤師の業務をモノからヒトへシフトするための業務支援」

② 医療法第二十一条

① 医療法第十八条

提案書P55～P56関連



町民総合ポータルの技術基盤（データ連携基盤（都市ＯＳ））

町民総合ポータル Web＋アプリの技術基盤はエストニアの技術を利用します。
データ連携基盤（都市ＯＳ）の技術であるサイバネティカ社のUXPを用いて町民総合ポータル Web＋アプリを構築します。
UXPはエストニアの電子政府の基盤の技術になるため、町民総合ポータル Web＋アプリにはバーチャル役場の機能も実装
します。

（出典）エストニア国家情報システム庁ホームページより総務省が作成（平成27年情報通信白書）

2007年には、携帯端末を利用したモバイルIDが導入され、国民
の利便性がより一層向上しました。2014年12月には、外国人向
けのID制度も開始され、エストニア国民に発行していた電子ID
カードを、居住権を持たない非在留外国人にも発行できるようにな
り、エストニア国外に居住する外国人がエストニアで会社の登記を
行うこと等が可能になりました。これは、エストニアでの外国人による
起業の促進などを目的としたもので、開始から5か月で、73か国か
ら1,500人以上がIDを取得しています。

提案書P68関連



UXP

Registry
Server

Management
Server

Certificate
Server

Security
Server

Security
Server

Security
Server

Security
Server

Security
Server

Connector

マイナンバーカード

市民総合ポータル
Web＋アプリ等

Connector

人流データDB

Connector

ヘルスケアDB

Connector

住宅データDB

スマホNFC通信
（氏名・住所・性別・生年月日）

各サービスへの参加や
各データ提供への同意

アプリ利用

UXPはセキュリティサーバー（Security Server）を経由することで利用者同意のもと、分散管理したデータから必要な
データの取得・活用を行う仕組みです。

データ連携基盤のシステム構成図 複数分散システム間での情報共有

提案書P69関連
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